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オウトウに対する反射資材の利用について

佐藤　昌宏＊・佐竹　正行＊・菊地　善書＊・佐藤　が

1　ま　え　が　き

昭和49年度の統計によると，山形県におけるオウト

ウの栽培面積は17dOha，生産量は15800tOnであり，我

が国オウトウの総面積の約85多，生産量については約

78肇を占めている。加工向販売量の推移についてみる

と，昭和48年までは70－80感を占めていたのに対し，

昭和49年は55礎，昭和50年は20％と大幅にダウンして

いる。

このような果実加工の伸び悩みに伴い，従来のよう

に一挙に収穫し，着色良好果は生食向，不良巣は加工

向に出荷することが不可能になり，商品性の高い生食

向オウトウの品質向上と収穫労力の分散を図るための

技術を緊急に確立する必要が生じてきた。

そこで，昭49～50年に実施した反射資材の地表被覆

が果実におよぼす影響について検討したので報告する。

2　試　験　方　法

1　昭和49年度

11年生の佐藤錦とナポレオンを供試し，アルミシー

トとシルバーポリトウの2資材をそれぞれ樹冠の50感，

50解となるように占月4日に被覆した。

1区1樹5反覆で，各樹から1～5mの高さにある

大技を4本決め，着色70多以上の果実を5～4日おき

第1表　収穫呆率（昭．49）

に収穫した。

糖度は糖用屈折計，酸含量は宛NNa00で滴定しリン

ゴ酸含量に換算した。

2　昭和50年度

1d年生のナポ．レオンを供試し，シャインクロスを5

月26日と8月5日，樹冠の50喀となるように被覆した。

1区1樹5反覆で，各樹から1～2mの高さにある

結果枝をd本決め，着色70痴以上の果実を5～4日お

きに収穫した。

硬度はフジ理科工業製レオメーターにより，糖度，

酸含量の測定は49年度と同様に行なった。

5　試　験　結　果

1　昭和49年度の結果について

第1表に示すように，佐藤錦についてみると5月17

日までの累桔収穫果率が無被覆区22．8怨に対して，アル

ミシート50喀被覆区は795倦，シルバーポリトウ5D喀

被覆区は54解で明らかに収穫果率が早期に高くなった。

また，ナポレオソについてみると8月27日までの累積

収穫果率が無被覆区20藤に対し，アルミシートの50啓，

50喀被覆区は約90感，シルバーポリトウの50感，50番

被控区は約45感で，アルミシート被覆の両区が最も促

進され，次いでシルバーポリトウ被覆の両区が促進さ

れた。

’ミ 「 ＼ － 旦 撃 旦 ＿

＼ 項 目

区

佐　　 藤　　 錦 ナ　 ポ　 レ　 オ　 ン

供 試 果 数

（個 ）

1果 平 均 重

（ y ）

収 穫 果 率 （喀） 供 試 果 数

（個 ）

1 果 平 均 重

（ タ ）

収 穫 果 率 （劾

ん 1 0 1 5 1 7 2 0 ん′／2 0
！ 2 4

2 7 y t 4

ア ル　 ミ　 シ　 ー ト　 5 D 5 2 8 4 ．4 4 ．8 1 5 ．1 8 1．8 2 0．7 4 2 9 ス 2 5．8 2 8 ．2 5 鼠 4 8 ．5 D

ア ル ミ　 シ　 ー ト　 5 0 4 5 2 4 ．8 0 5．9 鼠 5 8 （～．占 5 2 2 7 0 R d 2 1．1 5 4 ．7 1 2 ．1 2 ．5

シ ル バ ーポ リ トウ　 5 0 5 7 1 4 ．8 5．2 6 ．2 2 4 ．8 ‘5 ，8 5 7 5 7 7 0 5 ．占 5鼠 4 4 4 ．7 1 0．1

シ ル バ ーポ リ トウ　 S D 5 0 1
1　　 4 ．0

0．8 2 ．4 1 5 ．4 8 5．8 2 6 5 7 7 1．1
1 5 ．5

5 占．1 4 7 9 9 5

無　 被　 覆 ‘5 0 　　 5．9
l

…　 0 2 ．4 2 0 ．2 ぎ 7 7 5 5 4 8 占．8 0 ．5 5 ．7
‥ 5 ・2

巨 エ 4 5 5 ．5
l

1果平均重については，佐藤錦，ナポレオンとも各

処理区で高い傾向が認められた。

果菜品質の調査結果を第2表に示したが，佐藤錦で

は8月17日収穫調査の糖度がアルミシート50解被覆区
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で15．9啓と最も高くなり’，各処理区とも無被覆区より

高くなった。8月17日収穫調査の酸含量はアルミシー

ト被覆の両区が最も低く，シルバーポリトウ被覆の両

区も無被覆区より低くなった。6月20日収穫調査では，

アルミシート被覆の両区が低く，特に509乙被を区が低

くなった。8月17日調査の食味は，アルミシート50喀

被覆区が甘味多く特に良好であった。‘月20日調査で

は，アルミシート50痴被覆区は過熱となったが，他の

処理区は無被覆区より良好であった。

第2表　果実調査（昭．49）
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ナポレオソでは，8月24日収穫調査の糖度は，反射

資材を被覆した各区が無被覆区より高くなったが，8

月27日収穫調査では差が認められなかった。酸含量に

ついては，6月24日収穫調査では被覆各区が無被覆区

より高くなったが，‘月27日収稽調査では差が認めら

れなかった0食味については，8月24日収稚調査では

被覆各区が無被覆区より味が濃厚で良好であったが，

8月27日収穫調査では差が認められなかった。
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2　昭和50年度の結果について

第5表に示すように，8月27日までの累積収穫果率

が無被蓉区11．2筋に対して，5月28日被覆区は42．8肇，

‘月5日被覆区は5．5客で明らかに収穫果率が早期に

高くなった。

1果平均重については，5月25日被軍区で展も高く，

次いで占月5日被覆区も無被覆区より高い傾向が認め

られた。

果実品質は第4表に示すように，硬度については5

第5表　収穫果率（昭．50）

月2d日被覆区がやや高い傾向であったが，糖度，酸含

量については明らかな差は認められなかった。

第5表は着果量の多少と被覆効果について調査した

結果であるが，無被覆区では1果当りの乗数が多い程

早期の収穫果率が高くなっているのに対し，5月2占日，

6月5日両被粒区とも，着果量の違いによる明らかな

差は認められなかった。1果平均重については，各被

援区，無被毀区とも1果当り葉数が多い程高くなる傾

向が認められた。
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第5表　着果最と収穫果率（昭．50）
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4　ま　　と　　め

反射資材の利用によるナウトウの熱期促進と晶質向

上を目的として試験を行った結果，資材別ではシルバ

ーポリトウよりアルミシート，被覆程度では樹冠の50

感より50偏，被覆時期では8月5日より5月28日がよ

り効果が認められた。累積収柁果率が50～50感に適し

た日からみると，アルミシートを満開25日後ころ，樹

冠の50～dO感に被覆することにより，佐藤錦で2～5

日，ナポレオンでは4～5日熟期を促進し，1果平均

重が高い品質良好な果実を早期に収穫できることがわ
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かった。また，効果が及ぶ高さには限度があり，反射

資材も使用中にかなり汚れるので実際の使用にあたっ

てはこの点に乳点し，更にその効果を高めるためには，

日当りを艮くすろせん定など適正な園地管理を行わな

ければならない。

なお，今後の問題点としては，尉体への影響，特に

樹冠下全面に被覆した場合の影響，満閲25日後以前の

被覆による効果と樺苔の有無，昭和50年度一部行った

着果最過多の榔こおける効果の程度などがあり，更に

継続，検討する必要がある。

モモ・ウメ幼木主幹部の凍害防止法について

国　沢　高　明＊

1　号　え　が　き

福島県会津地方においては，モモ，ウメの幼木（2

～5年生）主幹部に凍薯が発生し，4～5年生で枯死

することが多い。この凍害の発生が会津地方における

モモ，ウメ栽培上の大きな障鮎こなっている。凍害の

発生要因は，早春または初冬の時期に地際都の温度較

差がきわめて大きく，すなわち昼間曙められた後夜間

の伏滞日こさらされ，障害を受けるためであると推定さ

れている。

すでにクリの凍害については，クリの台木に高く接

ぐ方法（高援苗の作成）によって，この凍害の防止に

効果をあげている。本試験はこのクリの高援法に傾じ

て実施したものである。

2　試　論　方　法
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